
額が尚 三ニー税のに十昭業を現務期
控改‘ さ各よ八和所有在者で六
除正去除超前者I以年一老＾害障活生な可れ号り年三をすにはす月
でにる＜え年＾降者日年扶者害扶活か贔まの課十十有るお‘°は
あな三°る中オに＾以者養手者助保っ中せー税二八す個い昭こ‘
つり月 所に三生昭前＾親帳＾を護たにんにさ月年る人て和の
たまに 得ぉ号れ和に明族を四受法者お°該れ三一法及‘三町

をい忙た十生治を有級けの。い 当ま十月人び肱十県
有て掲者九れ三有す以て規 て すすーーで事川九民税
し二げッ年た十する上い定 所 る°日日‘務町年税オ
た〇るこl一者二る者のるに 得 場但ツ至前所内一の一

月ッ年寡ツ身者ょ を 合しの昭年又に月納期
二未ー婦寡体•°る 有 は‘所和＾は住一税の

ををがのl日成月ツ婦障 生 し 課左得三自事所日義納

ゎしのしそら度申すで式本＾更利のとおの人控
ま申たの心は告とあと方本にに対同いで目除
告→他が必をまり同式文明な象時て‘よと
にけずさすまじ＾方年つとには扶りな
雙？て提れますツ現式度てな‘有養三り
い出なすのに在とはおり無利親万才
てせか不で統の但‘りま申に族円一
下らっ利‘ー県し現ませ告た数を人
されたに申さ民書在すん者つの控目
いる方な告れ税方の°のはて多除四

下町が裏今町き°ょはるをるの式課 でこおいさ万
さ税｀面月県に 9‘ の怠見課ッ税 大のり世れ円
い務なに交民配 今明でり込税が方 変減ま帯まオ
°課お＜付税付 か年‘まみ方本式 不税すにすニ

．．．．．．．．疇鼻........................書．．．． ＊．．．．．．．．．．．........●....、,．．、•●象．．＊・・・ ..鼻•・・・●書．．．．．．，．．．．、．．．．．．｀．．．．｀．．．．．．．・・»・，．．，．．．．．．．．疇•.．．．．．．．．．，.．．．．．

す尚お、成和日
如‘知績三の例
（別らが十出年
‘表せ確八納の
前のい定年閉と
年徴たに度鎖お
度収しなににり
に状まり係よ去
引況すまるりる
続明°し諸ま五
き細 た税し月
納書 ののて
税に で収‘
組示 ‘納昭一
.................疇.......
極をにを立り合
的保‘‘派ま員
ご持今深なしの
す後く収て
る共感入‘々
ペ完謝率九の
粒＜納申を九格
願‘に上挙璽別
い皆ょげげ五の
さりまま五ご
ま健すし伶努
方全とたとカ
すの財同こいに
°積政時とうよ
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三
十

散
肩
皐

町
税

五“

ま
と
ま
る

、

も

r

た

が

い

に

れ

て

年

~
金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭

和

三

十

月

か

ら

、

：

こ

こ

で

注

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

釜
が
で
き
、
一
オ
以
上
の
人
は
ぶ
こ
と
は
、
現
在
加
入
し
て
い
る
年
金

す
ぺ
て
、
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に
｀
叫
度
を
や
め
た
と
き
、
つ
ぎ
に
加
入

加
入
し
、
そ
の
保
障
が
受
け
ら
れ
る
一
す
る
制
度
へ
の
加
入
手
続
き
を
忘
れ

し

く

み

が

で

き

あ

が

っ

た

。

：

な

い

こ

と

で

す
0

と
く
に
勤
め
を
や

と
こ
ろ
が
年
金
制
度
は
、
そ
の
人
：
め
た
と
き
は
、
必
ず
二

0
日
以
内
に

の
職
場
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
五
場
へ
国
民
年
金
に
加
人
の
届
け
出

っ
た
制
度
に
加
入
す
る
よ
う
に
な
っ
：
を
し
て
下
さ
い
。
こ
の
手
続
き
を
忘

て
芸
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
か
ら
老
令
}
れ
た
た
め
通
算
年
金
を
も
ら
え
な
く

年
金
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
:
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く

二

0
年
あ
る
い
は
二
五
年
と
い
う
長
こ
だ
さ
い
0

つ
ぎ
に
通
算
年
金
を
受
け

人
で
、
そ
の
請
求

い
資
格
期
間
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
~
る
こ
と
が
で
き
る
人
が
あ
る
0

恩
給
を

た
め
こ
の
期
間
を
満
た
さ
な
い
内
に
ご
乞
忘
れ
て
い
る

他
の
制
度
に
移
っ
た
場
合
r

た
と
え
：
も
ら
っ
て
い
て
厚
生
年
金
保
険
に
加

い
た
人
が
会
社
を
や
め
た
と

1
 

ば
国
家
公
務
員
（
固
家
公
務
員
共
済
ぃ
入
し
て

組
合
）
と
し
て
一

0
年
間
勅
め
、
民
で
き
は
『
厚
生
年
金
保
険
の

間
会
社
（
厚
生
年
金
）
に
移
っ
て
一
こ
午
金
が
受
け
ら
れ
る

0
年
間
勤
め
、
退
職
後
（
国
民
年
金
）
こ
し
い
る
と
五
年
で

六

0
オ
に
な
る
ま
で
八
年
間
農
業
に
で
な
く
な
る
。

従
事
し
た
場
合
、
ど
の
制
度
で
も
老
こ
年
金
を
受
け

令
年
金
を
受
け
る
だ
け
の
期
間
を
み
：
社
会
保
吟

た
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
場
ニ
卜
さ
い
。

合
に
、
こ
れ
ら
の
期
間
を
合
算
（
じ
[

ゅ
ず
つ
な
ぎ
）
し
て
、
一
定
期
間
（
~

二
十
五
年
）
以
上
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
．

れ
の
制
度
か
ら
加
入
期
間
に
応
じ
た

額
の
年
金
を
支
給
し
よ

9
と
い
う
の

が
通
算
年
金
制
度
で
す
。
こ
の
制
度

が
で
き
た
の
で
今
ま
で
た
ゞ
一
時
金

が

さ

れ

て

い

た

ゞ

け

の

短

か

い

国

は

私

の

（八）
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I
I

．
~
〇
建
物
謝
恩
抽
せ

農
業
共
済
だ
よ
り
．
．
、
決
ま
る
，

「

1
昭
和
三
十
八
年
四
月
虚
昭
和
―
―
―

：
＋
九
年
三
月
ま
で
の
一
ヶ
年
間
に
建
[

0

家
畜
建
物
共
済
の
加
入
成
績

i

物
共
済
に
加
入
し
た
方
に
県
農
莱
共
[

前
年
度
を
上
廻
る
こ
済
組
合
連
合
会
が
謝
恩
抽
せ
ん
券
を
~

昭
和
三
十
八
年
度
の
家
畜
建
物
共
二
走
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
の
抽
せ
ん
が
[

済
事
業
の
加
入
推
進
に
あ
た
り
、
部
~
五
月
二
十
三
日
連
合
会
に
お
い
て
県
~

落
長
は
じ
め
関
係
者
の
ご
協
力
と
、
こ
飴
官
立
会
の
も
と
厳
正
に
行
い
次
の
[

加
入
者
の
ご
理
解
に
よ
り
前
年
度
を
・
方
が
当
せ
ん
し
ま
し
た
が
当
町
に
は
~

大
幅
に
上
廻
る
加
入
実
績
を
挙
げ
る
こ
残
念
で
し
た
が
大
当
り
は
な
か
っ
た
[

i

当
せ
ん
者
で
｀
鹿
の
川
荘
へ
招
待
~

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

詳
細
は
別
表
に
昭
和
三
十
八
年
度
家
~
の
分
は
七
月
中
旬
に
直
接
本
人
宛
[

畜
建
物
共
済
加
入
部
落
別
実
績
表
を
~
案
内
状
を
差
上
げ
ま
す
。

~
ま
た
記
念
品
の
分
は
七
月
し

i
'

直
接
本
人
宛
送
付
し
ま
す
。

こ
当
せ
ん
者
は

4

r~ 

汗
生
部
落
長

入
―盲

谷
田
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が
お
こ
な
わ
れ
ま
す

身
体
障
害
者巡
回
検
診
療
育
指
導

更
生
相
談

冒□
ー

'

|

ー

ー

l
"
U
’

f1,_’
ー
'
ー
ー
＞

[
_
1ー
＼

ー

芸
l 外

I CJる“
6.zo 

ヽ・・・•,,......{"'""、•

~4 
ぃ

5
~
6

海
岸
で
は
津
波
、
山
地
で
は
山
~

~
津
波
に
注
意
せ
よ

二
／
余
震
を
お
そ
れ
ず
、
デ
マ
に
迷
~

う
な

商
業
統
計
調
査
に
つ

い
て
お
願
い
ぃ

崖
や
~

密．c忍胃爺
ヘ様
謬
コ
ロ
[
[
い
い

伶
骨

皆
翌経
商

店

を

対

象

と

し

て

[

賃・

g

患
商
業
統
計
調
査
を
実
~

施
し
て
お
り
ま
す
亙
日
本
は
地
震
の
多
い
国
で
、
破
壊

ギ雷
今
年
は
牙
七
喜
調
性
の
あ
る
大
地
震
だ
け
で
も
明
治
以
~

店
巽
査
の
年
に
当
り
注
土
降
平
均
一
年
に
約
一
回
の
割
合
で
超
~
地
震
は
突
然
森
こ
る
恐
る
ぺ
き
直

商
攣
の
でr7月
1
m良
っ
て
お
り
、
地
震
の
被
害
を
防
止
す
辰
現
象
で
あ
る
。
一
度
大
地
震
が
起
~

・
墨
在
で
調
査
を
行
な
り
[
"
の
有
効
た
対
策
に
t
4
q
さ
ナ
重
要
視
；
た
場
合
に
は
、
み
だ
り
に
こ
れ
を
~

.
；
J

と
に
な
り
ま
し
た
。
~
さ
れ
て
い
る
。
二
恐
れ
る
こ
と
な
く
冷
静
な
行
動
を
と
ぃ

~
こ
の
調
査
の
目
的
は
商
店
の
分
布
状
~
大
地
震
は
き
わ
め
て
大
ぎ
な
エ
ネ
；
る
必
要
が
あ
り
、
少
く
と
も
、
以
上

」
況
、
商
業
活
動
な
ど
を
調
査
し
、
そ
~
ル
ギ
ー
を
も
つ
も
の
で
、
そ
の
大
き
[

こ
の
結
果
は
商
業
政
策
を
立
て
る
上
の
：
さ
は
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
が
~

こ
れ
は
は
期
待
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
疑
の
~
羞
本
的
な
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
二
原
爆
六
、

0
0
0
個
分
に
相
当
し
、
~

「
身
体
障
害
者
に
、
医
学
的
、
心
~
あ
る
人
は
ぜ
ひ
、
受
診
さ
れ
て
下
さ
：
す
°
[
現
在
の
段
階
で
は
こ
の
現
象
を
は
ば
[

[
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
都
道
府
県
知
~
む
方
法
は
た
く
、
ま
た
関
東
大
繹
災
．

理
的
、
職
能
的
な
診
断
を
行
な
う
と
[
い
o

と
も
に
更
生
相
談
も
行
な
い
こ
れ
ら
：
と
き

8

月

n
日

9

時
ー
1
5時
．
事
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
;
袈
理
論
的
あ
る
い
は
実
験
的
な
研
究
~

の
人
達
の
福
祉
増
進
を
は
か
る
」
．
と
こ
ろ
大
洲
保
健
所
・
皆
様
の
．
森
店
に
伺
っ
て
調
査
票
の
記
こ
か
進
め
ら
れ
、
数
々
の
成
果
を
あ
げ
~

っ
て
苓
ニ
ブ
．
ミ
て
い
る
が
、
地
震
発
生
を
予
知
~

:
°
受
診
希
望
者
は

r
7
月

10
日
ま
で
：
入
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

：
り
ま
す
の
で
r

お
手
数
で
す
が
記
入
：
す
る
研
究
は
な
苓
未
解
決
で
あ
る
0

.

「
身
体
に
障
害
の
あ
る
児
童
あ
る
~
に
役
場
住
民
課
へ
申
込
下
さ
い
。

R

@

．

 

い
は
機
能
障
害
を
招
く
お
そ
れ
の
あ

5

こ
に
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
ね
願
い
し
ま
~

い
す
。
~
大
地
震
時
の
八
つ
の
心
得
[

る
児
童
を
早
期
に
発
見
し
、
そ
の
障
~
視
力
障
害
者
に
は

~
た
森
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
統
計
目
[

害
の
治
療
な
い
し
軽
減
を
は
か
る
た
[

め
適
切
な
療
育
指
導
を
行
な
い
`
も
[
開
眼
運
動
の
一
環
と
し
て
視
力
障
：
的
以
外
、
た
と
え
ば
徴
税
そ
の
他
皆~
1

大
地
震
の
時
は
ま
ず
丈
夫
な
家
~

っ
て
こ
れ
ら
児
童
の
福
祉
増
進
を
は
．
害
者
の
巡
回
診
査
更
生
相
談
が
あ
り
-
啄
方
の
不
利
益
に
な
る
こ
と
に
使
用
~
具
に
身
を
寄
せ
よ

0

]
ま
す
。
こ
れ
は
視
力
障
害
者
の
検
診
｛
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
~

か
る
」

9

更
生
相
談
に
応
じ
、
検
診
の
結
果
、
こ
ま
す
の
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
か

[
2

狭
い
路
地
、
堀
の
わ
き
、

と
い
う
目
的
を
も
っ
て
r

次
の
方
達
」
視
力
回
復
の
見
込
の
あ
る
人
に
は
そ
：
ら
、
あ
り
の
ま
ま
を
報
告
し
て
下
さ
「
川
ぺ
り
に
近
寄
る
な

」
の
開
眼
に
要
す
る
経
済
的
援
助
を
行
~
い
。

を
対
象
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

0

医
療
（
育
成
医
療
、
更
生
医
療
そ
：
う
な
ど
視
力
障
害
者
の
福
祉
を
高
め
~
；

3

゜

る
た
め
に
行
な
わ
れ
ま
す

の
他
一
般
医
療
）
措
置
を
必
要
と
~

す
る
方
。

.
0

補
装
具
を
必
要
と
す
る
人
ま
た
は
~
と
き
，

7

月

2
日
~
9

時
ー
1
6時
ま
で
~

庸
中
の
補
装
具
の
修
理
を
必
要
i

：
と
こ
ろ
大
洲
公
会
堂
．

と
す
る
。

0

生
活
職
業
等
に
つ
い
て
更
生
相
談

5
担
当
医
師
日
赤
眼
科
部
長
~

を
必
要
と
す
る
方
。
~

（
と
く
に
先
天
性
股
関
接
・

U

臼
お
よ

~
0
受
診
希
望
者
は

び
背
髄
性
小
児
マ
ヒ
疾
患
は
早
期
に~
7

月
5

日
ま
で
に
住
民
諌
ヘ
~

治
療
を
処
置
し
な
け
れ
ば
そ
の
効
果
、

人
命
救
助
匠
は
消
火
が
オ

一
分
す
ぎ
た
ら
ま
ず
安
心

手早く火の始末

7 6 5 4 5 2 1 

゜塁
量 量 璽 震中 昌 昌 喜塁嘉

悶眉 とこ が起 家屋 見壁 多く れふ 倒が 家屋 水灯家屋 がわ 大が 感ずる 静止し[ に 面の
なの がきの れわ の出れの のよが ずい
ど例 で‘倒 んれ 人る‘動 勁き 9 ゆ かの °て は
を壊 き地数販 が目 々°八揺 なれ に人 V 感 ゆ
生が な割 ‘が がま分が がつ‘ 勁は る ぜ
ず三 いれ全が 煙は 戸た目は わり戸 く感 人 ず
る O °を 突い 外‘ぐげ かげさ障 のじ や ，ヽ 
°伶 生体 ‘り vc歩らし がら

ヽ

量
れ

を じの 石‘ 飛び いいく
り‘た子が われ 地

こ ‘= 垣墓 てに‘ 振物ガ
かる0 度程る

震 計
、。灸 多〇 な石 出いは坐 子がク 侭 の

＜伶 ど‘ する向いり 時相ガ 特 み か＼や山
の以 が石 0人つの 計が 当ク の に に

＜ 人下 破ど にた悪
にゆ 音と も 敏 昌ず はで 損ぅ も水い の 感

れ 立 ‘すろ 感が花 止 を で 弁＿ さ た
‘ っ山 るが じ器び ま た

ヽ れノ‘

地 てく °倒 らかん る器内 て 戸 だ る
割 いる ず ＾ れ れらな

o 、

塁、 け
, 0 

れ れ＼
た 、あど の電 に

ヽ

気

象

庁

震

動

表

鋤

8
 
秩
序
を
ま
も
り
衛
生
に
注
意

あ
げ
た
八
つ
の
心
得
を
十
分
に
実
行

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
大
地
霙
に

よ
る
寵
接
お
よ
び
間
接
の
被
害
を
防

止
軽
減
し
｀
あ
わ
せ
て
災
害
後
の
復

旧
を
い
ち
じ
る
し
く
促
進
し
得
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
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亡
畑
れ
た
国
又
一
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至 ｀・ ぷ霊

ハ◎ねと実にに所薬わうるに当効イてか今虫
王• エ発ば成際仕集を剤けな‘は然カテダらも剤

9 : /3ら夏|z同う［閏罰：入i:：、：!:：yi 〗 ii
冨てC7〈サ＂奇［［三二墨策馨嘉盃昌翌［望。喜皇肇塁瞬スミ三、：塁望亨
間iilllill!lIll!lll!lIIlllIlllI!lllllllllllll!lIlIIIll!！llIlllli!ll!!!！！liitl1・ 嬰 °行対あ率そい しすが索きど‘加従と

わ策る的こ場 いよあ剤たのハえ来は殺
..,............験'...． ， ．．．．`．．．．身・・・・・ ・・蟻●● ● ......................... 0...... ....、......,............ • .ら•·.・・贔，．． ．．．．．疇•,. ...... .. 

◎学こき流イ人た水水私がこで い厨ど所みご的わ畜か場月ーしみ期倍たしの剤畜
成安こたれェ間る溜溜達しるあ蚊か芥のの容みにら舎ら合に度てつ待率つ蓋高が舎
虫定へなの力にまりりのやとるのけで様容器とまのに速は三は五け出をぷをい最‘
対性のいわ‘害でをが周す限°発なあに器に雑く下は効ウ l薬 iら来多り多乳も便
工策の撒水ずハを除小多囲い定対生ける処か薬芥°の毒性ジ五剤ーれなく；散＜剤適所
強布・9留かマあ去さいによさ策源れ闇理ら剤のご壁性のが回に 0たいすくしをしが
い薬りにダたしなもは 9れ範はばはささを区みにのオ表撒触日卵かるよてのて主
も剤かよラえ薬びの大にて囲すな発れきま別は近低ル面布れ過がらとうジペいな
のはらど力る剤んで小考芸がぺら生る ＜を台いいソにするし孵‘残にヨるるも
が残発ん頌こ J紋:;のあさえり水てな源か °完所部薬剤浮るよて化発効す 1倍°の
良効生だはと布わるまら一ののいとが ご全か分剤がい°ういし生性る口率殺で
い件す下主のをれ゜ざれ見あ水°し閲 みにらにを適て便にるウ源は°なを虫あ
る水に多行にこ茂る躯る溜 て題 はし出重ししい所一間ジに余希ど多効り
°ゃ、いういののが除とり 追で 台ごる点き‘るのケにと産り釈でく力乳

...............'._............● 9 9 9 ．̀,、,...・．．．．．．．．会．．，．＊・............... • .......... ........................合...............書・・・・r~·.,...,., • ,．， 9.．． .．．．．．, *．．，.．.．． 

出室か夕うのい直法＇ノ之、あ煙ゆ密霧効害内 いて井と け壁やく家入い
来内らイすぎい接とミェた霧き閉俊果虫に煙薬こにこ蚊るに居°畜する
るをつのめにが噴言‘‘りにわし三をを充躇剤のはるは° - I閉＾をる°残

ずな残霧え等力三はた薬 0 最駆満法をよあに壁 面のエさイハ留
なにり効はる駆 ‘l D る剤分大除さは叔うま昼の あ天のす工工

でずげも‘がは効°除ゴ五 D よを iにすせ薬布なり間風 た井習サパに
ぁ‘るのテち期果 出キ叫 Vう室六発る‘剤す場とひ通 り｀性ツェつが
る効殺ツ Iで待が 来プの P にの 0揮方室をる所まそし 五畜をバ‘い多
°果虫にプあ出適 るリ痰がす＼す分す法内霧゜にらんの 0舎考エヒてく
はテ浸＾ 経か料好るみ間るでに状 残なて悪 叫の慮にメは用
相 l

る来確
し綿°ずで 済らで適°ずはたあ棲に 効い含い を天し重イ屋い

当プての乳ー能 的家十で み室める息し 性°り薄 ふ井て点エ内ら
期法天ホ剤時率 なダ分ー ま内にがす‘ の従‘暗 きや台をバにれ
待は井 lをしは 方二に吋 でを煙‘る室 高つ天い つ澗所芸工侵て
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痢 と人者れ

•• - - - - - - ← •一- ---, 
病痢包出等発ょ 1 く 更れ 病ラ外の定かてこ

全去ががど昭す菌丁来は病ご消 ：帳労に過日気ンか発しげもえ
国う赤発も和るが‘て特すれ化 赤；る働はぎ本にスら汗てで汗る
で事痢生五三°く食なにるた器 病］ ！人のかる人なが補でい体がとの
はでのし‘十 つ器い用°手係 ：は激えとのる＜給失る湿出た体
常すた＇］‘七六 つ等時便夏の伝 予：食しつ云食こずしわわがてとは
に°め毎分年 i きあ次悛にパ染 な 防 i塩いてう事とれなれけ三来ぇ気

化の 人ら々の多イ病 ｀を人効説はさ疲けるで十る安温
—鯰 のゆと手い菌の， 手 は！多や果も食えがれ食す七｀静が
口る｀洗赤がほ 洗完； ＜野的あ塩あひば塩°度此に二

あ人 しあのでず に心マが痢口と 。と，菜でるがりど体とだ程の休十
つ位 てま赤古｝＇入のナ完‘にん い 全：ら食すがふまく液水か度汗ん八
の いり刑い，りに板全疫入ど を ；ねを゜‘くす‘のはらにので度
赤るの患け 発赤‘に痢りは ，ば多 直主°又バ体此安土、いを

...卓．．． ．．，↓ •'•争，．．，． 9. ．令・・・．．．．．．．．．．．．．．．．書，．． ．•参•......'.........'.............、..' : ... ... •• .................... .......・・・・ •・ ・・....'●......,.... •. . .......... • .., .. 
ない発さなららがが年赤水 し： す正と蔵活法休が休しの労こ量なな茶 必にな

ま予畑手るで病わ人ゆ仕手発間痢道食て：蛋°しるさ動は養回養が約対とでる習づと要はら
だ防仕染者健すりがる事洗見六菌関品い：白 いたれの睡の復をし二策゜も、°慣けかが朝な
なまの事はも康る人赤も場がさ 0の係業る：質 生めるた眠うし十い倍と又毎良はでくあのい
いだたの赤あ保者か痢の‘まれ〇検者者者：を 活にわめでちな分くかし暑日質体す食る味°
一めあ痢る菌もら菌に器づて 0査にやツ：含 をはけのあーいにららてさ摂の力ま欲°噌土
般にとの°者ぁ人が菌具い森人がつ給と：む す何でエる番こと栄三ピをる蛋をすが 汁用
でにもの予 とりへ着が‘とりも行い食な：食 ると‘ネ睡能とら養倍クしょ白衰癖な は前
しす手必手防 し又とい附パ赤‘のわて施＇つ：品 こ云十ル眠率はなに藍ミのり質えがい 欠後
：，ょ 0洗要染ば て‘伝て着ス刑此赤れは設て： とつ分ギ中の当＜注がンぐ(~‘ざあと かの
；う次がではか 感発りいしの菌の剖て定従い，八 がてな Iによ然て意必 B` 元必脂する潰 さ
；〇の実す寄り 染病運るて中は保保い期事る i 大も睡が明いではし要はめが肪もが物 ずい
！，様行°生で 源し悪物健等手菌菌る的者゜： 切規眠再日休す疲てで奉のけはとこと 損盛
： なさ 虫な となくに康あか者者がに｀ l で則を貯の養°労もす秋疲る少とんお るり
: :-..,_............. ...................拿●濤ヽ・・・，．．．．．．這囀．．．． ．^鼻・・・・・・.....憂..書●●し●●... : ............... .. :.、．，．.......:............... q.,.... '、.．...，．．，．．,..．急．．，．．，．．．」．．．．．．．

、・ウつ9 るに

：・ ガて手 54 5 2 1 I と対
、イ爪洗病赤ら畑調用：

昆［青誓塁 :唸l:
よし

よいを 時校， 1 まキ
う使 か 課ぜロ
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殺

剤

の

使

し‘

の

労対策

魚
類
、

牛
乳
等

ビ
ク
ミ
ン
9

B

i

i

.

玄
米
、
五
分
掲
米
、
麦
類
、
強
化

米
、
パ
ン
、
大
豆
、
其
の
他
の
豆

頷
、
豚
肉
牛
の
肝
臓
、
ウ
ナ
ギ

の
キ
モ
、
魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
さ

ば
、
あ
じ
、
ふ
な
生
、
う
な
ぎ
の

肉
、
い
な
ご
、
ご
ぼ
う
、
ほ
う
れ

ん
草
、
ふ
だ
ん
草
、
に
ん
に
く
、

・
ト
ウ
ガ
ラ
ッ
、
の
り
、
わ
か
め
、

落
花



ら，＇’• 9 
．， 
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に
つ
い
て
は
充
分
注
意
し
危
害
が
他
に
及
ば
な
い
よ
う
心
掛
け
ね
ば
な
り
ま
i

試
験
場
の
調
査
を
み
ま
す
と
こ
の
防
除
で
三
ー
五
割
の
増
産
が
出
来
る
よ
う

[
で
す
。

せ
ん
。

ヒ

(
P
o
p
粉
剤
）
は
稲
の
植
付
直
前
に
使
う
の
が
原
則
で
[
ゴ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ
に

B

H

O
を
粟
の
小
毬
を
落
し
ま
す
の
は
此
の
虫
の
喰
入

)

b

 

ー

ビ

ー

シ

ー

ー

,
`
 

す
か
ら
次
の
要
領
で
上
手
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。
~
に
よ
る
も
の
で
す
。
産
卵
期
が
六
月
下
旬
か
ら
七
月
中
旬
で
す
。

i

切
水
溶
剤
（
水
に
溶
い
て
使
う
）
~
こ
の
時
期
七
月
上
旬
及
七
月
下
旬
に

B
H
O

を
小
毬
目
あ
て
に
撒
布
す
る
と

[
代
か
き
が
す
む
と
直
ち
に
反
当
一

0
0
0
グ
ラ
ム
の
薬
を
一

0
0
リ
ッ
ト
化
喰
入
を
完
全
に
防
げ
ま
す
。
是
非
実
行
を
願
い
ま
す
。

＿

産

建

課

ー

ー

u

~
の
水
に
溶
き
如
露
で
全
面
に
撒
布
す
る
。
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[
伺
粒
剤
前
段
切
の
要
領
で
反
当
三
キ
ロ
を
田
全
体
に
撒
布
す
る
。
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〖
図
稲
植
付
後
に
除
草
剤
を
使
う
と
き
は
稲
の
活
着
後
（
植
付
か
ら
四
ー
五
日
~．．．．．．．．． 

今
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自
は
の
蒙
蓄
管
祠

・
後
）
に
粒
剤
を
撤
布
し
ま
す
。

~
向
P
o
p

尿
素
を
使
「
・
場
合

暖
冬
に
明
け
恩
外
の
高
温
に
す
ぎ
た
春
の
天
候
を
想
う
と
、
何
だ
か
気
象
異
~
前
段
（
釦
い
ず
れ
の
時
期
で
も
反
当
使
用
景
は
五
キ
ロ
を
撒
布
す
る
こ
と
。

•
•
1ー
ー

1
1

~
こ
の
場
合
除
草
剤
の
中
に
硫
安
＿
―
/
匁
に
相
当
す
る
窒
素
を
含
む
の
で
窒
素
[

[
二
等
乳
の
原
因
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

変
の
予
感
が
強
い
昨
今
で
す
。

i

肥
料
二
割
程
度
を
減
ず
る
こ
と
。

[
六
月
に
な
る
と
二
等
乳
の
発
生
は
目
だ
っ
て
多
く
な
る
。
二
等
乳
に
な
れ

今
年
の
梅
雨
は
男
性
型
に
な
り
そ
う
だ
と
予
報
し
て
い
ま
す
。

・
ば
そ
の
価
格
は
一
等
乳
の
半
分
以
下
に
な
り
、
切
角
苦
労
し
て
生
産
し
た
乳

い
わ
ゆ
る
「
つ
ゆ
型
」
の
ふ
る
み
ふ
ら
ず
み
の
淋
雨
で
な
く
盆
を
う
つ
す
よ
~
◎

p
o
p

剤
使
用
上
の
注
慈

~
m
p
o
p
は
魚
貝
類
に
も
毒
性
が
高
い
の
で
養
魚
池
ゃ
河
川
に
薬
液
が
流
入
~
．
が
落
等
す
る
ば
か
り
に
こ
れ
で
は
や
り
き
れ
な
い
気
持
に
な
り
ま
す
。

う
な
豪
雨
が
あ
る
事
を
予
報
し
て
い
ま
す
。
気
象
庁
は
今
は
太
陽
活
動
の
極
ぃ
．
す
る
山
の
な
い
よ
う
留
愁
の
こ
と
。

[
二
等
乳
に
は
、
高
酸
度
二
等
乳
（
搾
乳
後
牛
乳
の
取
扱
が
悪
い
場
合
）
と

小
年
に
あ
た
る
の
で
か
た
よ
っ
た
天
候
の
多
い
年
に
な
り
そ
う
だ
と
云
う
の
~

；
切
こ
の
薬
を
使
っ
た
時
は
必
ず
ャ
日
間
は
排
水
を
し
な
い
こ
と
3

犀
芦
酸
度
二
等
乳
（
生
理
的
に
搾
乳
し
た
乳
が
す
で
に
二
等
乳
に
な
っ
て
い
る
）

で
す
。

、
回
植
付
苗
の
不
良
（
軟
弱
徒
長
苗
ゃ
三
十
日
以
前
の
若
苗
）
で
ぁ
る
時
は
一
、
ニ
の
二
通
り
に
分
け
て
考
え
ら
れ
ま
す
J

低
酸
度
二
等
乳
を
出
す
牛
に
は
、
四

自
然
の
支
紀
を
受
け
る
こ
と
の
多
い
農
業
、
私
共
の
仕
事
は
こ
う
し
た
天
道
~
二
回
手
取
除
草
を
行
っ
て
か
ら
前
段
の
要
領
で
除
草
剤
を
使
う
こ
と
。

琴
丁
を
通
じ
て
い
る
場
合
と
夏
に
二
等
乳
を
出
し
、
他
季
に
は
正
常
に
な
る
場

の
節
理
に
充
分
庄
総
し
万
全
を
期
す
る
対
策
を
研
究
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
‘i

◎
柿
栗
の
害
虫
防
除

i

合
が
あ
り
そ
の
割
合
は
後
者
の
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

の
で
以
下
当
面
の
脳
業
技
術
を
紹
介
す
る
こ
と
ヽ
い
た
し
ま
す
。

・
柿
を
ハ
月
上
旬
ま
で
の
落
果
は
栄
養
不
足
と
不
授
精
に
よ
る
生
理
落
果
な
の
[．
今
回
は
こ
の
低
酸
度
二
等
乳
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
主
に
考
え
ら
れ
る
原

◎
稲
作
に
つ
い
て

」
で
す
が
六
月
下
旬
頃
か
ら
帯
虫
の
被
害
八
月
上
旬
か
ら
椿
象
（
じ
ゃ
く
じ
）

9

因
は
、
①
不
適
切
な
飼
料
給
与

(
D
o
p
過
剰
r

T

D

N
不
足
、
青
刈
ト
ウ

暖
冬
と
春
の
高
温
は
越
冬
の
害
虫
病
原
菌
が
多
く
、
す
で
に
苗
代
に
は
ヒ
メ
｀

ヽ

こ
」
ロ
コ
シ
の
過
給
、
濃
厚
飼
料
の
急
変
）
＠
ス
ト
レ
ス
（
暑
熱
、
騒
音
、
か

ト
ビ
ウ
ン
カ
・
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
が
群
棲
し
て
お
り
平
年
の
十
倍
の
発
生
と
~
の
被
害
落
果
が
続
き
ま
す
の
で
早
速
こ
れ
を
防
除
し
た
し
ま
し
ょ
う
。

〗
〗
〗
二
[
[
口
口
/
/
[
／
〗
〗
冒
冑
[
[
口

C
e
/
〗
〗
〗

ゞ

属

雨

の

前

後

及

び

露

の

あ

る

時

は

絶

体

薬

剤

撒

布

は

で

き

ま

せ

ん

。

飼

M
因

た
と
き
は
早
期
に
手
当
を

苗
代
に
飛
ん
で
い
た
小
さ
な
虫
が
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
や
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
ー
イ
、

れ
ヰ
出
tL、L

な

の

で

す

。

＇

匂

楓

象

（

じ

ゃ

＜

じ

）

し
て
や
る
。

鬱

か
ま
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
心
臓
に
近
い
と
こ
ろ

□[
口
由
口
]

ヽ
思
い
ま
す
が
萎
縮
病
縞
葉
枯
病
~
七
月
下
旬
頃
か
ら
大
発
生
を
は
じ
め
八
月
末
ま
で
加
害
を
し
ま
す
の
で
早
朝

こ
の
駆
除
は
苗
代
で
充
分
な
さ
っ
た
こ
と

こ
活
動
の
不
活
澄
な
時
に
期
間
中
三
回
(
+
日
お
き
）
に

B

H

O
を
撒
布
す
る

を

強

く

し

ば

る

°

和

牛

に

つ

い

て

も

夏

は

の
感
染
最
盛
期
が
七
月
上
旬
な
の
で
す
。

~
と
被
害
を
ふ
せ
ぐ
こ
と
が
で
含
ま
す
。

か
ま
れ
た
と
こ
ろ
を
切
っ
て
血
を
し
ぼ
り
出
今
ま
で
に
比
べ
て
食
込
は

比
の
時
期
に
D
M
粉
剤
（
デ
ー
エ
ム
粉
剤
）

S

B
粉
剤
（
エ
ス
ピ
ー
粉
剤
）
．
ハ
尚
九
月
に
椿
象
の
発
生
被
害
の
あ
ら
わ
れ
る
時
に
は
B

H

O
を
使
う
と
臭
気

す
。
す
ぐ
医
者
に
行
き
抗
毒
血
清
注
射
を
受
け
悪
く
な
り
、
憎
体
魁
は
ヘ

を
反
当
三
キ
・
ロ
を
二
回
撒
布
し
て
撲
滅
を
期
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

汀
か
柿
栗
に
う
つ
る
の
で
リ
ン
デ
ン
の
四
百
倍
液
を
使
う
こ
と
。

る

こ

と

り

ま

す

。

疲

労

回

復

や

撞

／

◎
除
草
剤
P
O
P
の
使
い
方

．
◎
栗
の
毬
果
被
害
を
防
：
＇

（
抗
毒
血
清
注
射
液
は
役
場
に
保
管
し
て
あ
体
景
を
お
と
さ
な
い
た
め

腿
業
は
雑
草
と
の
戦
い
だ
と
云
い
ま
す
。
最
近
労
力
の
不
足
も
手
伝
っ
て
水
~

り
ま
す
か
ら
御
利
用
下
さ
い
。
料
金
は
二

0
0
に
は
、
舎
を
風
通
し
を
よ

稲
省
力
栽
培
と
し
て
除
草
剤
草
枯
し
の
使
用
が
急
激
に
の
び
て
き
ま
し
た
。
：
今
年
は
栗
の
着
花
が
多
く
豊
作
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
一
般
の
害
虫
の
発

0
円

で

す

〕

に

や

ハ

エ

，

然
r

り
す
ピ
ー
シ
ー
ピ
ー
に
の
で
こ
れ
の
使
用
~
生
状
況
を
み
ま
す
と
恩
外
に
多
い
の
で
栗
の
小
毬
を
落
し
ま
す
。
害
虫
も
多

．

が

れ

ま

す

の

で

こ

れ

の

に

い

た

し

ま

し

ょ

う

。

＠
．
／
口
の
尻
言
虞
的
熊
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の
防
除
を
行
っ
て
余
分
な
消
耗
を
防
ぐ
と
共
に
、
夕
方
か
ら
外
に
出
し
て
夜
~

間
の
詞
料
給
与
を
し
食
込
を
充
分
に
す
る
よ
う
に
つ
と
め
る
。
肥
育
素
牛
は
~

九
月
頃
よ
り
本
肥
育
に
な
る
た
め
、
夏
の
間
に
予
儲
肥
育
に
入
り
少
し
づ
ヽ
~

増
最
を
さ
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

椎
茸
菌
糸
が
最
も
生
育
す
る
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

一
曰
に
わ
と
り
ー
一
ー

今
年
の
梅
雨
は
六
月
中
旬
ま
で
あ
ま
り
降
ら
な
く
乾
燥
し
て
お
り
凛
の
活
着
も

春
以
来
の
多
産
で
産
み
疲
れ
と
高
温
多
湿
期
と
な
り
、
産
卵
が
低
下
す
る
i

◎
人
工
授
精
科

：
伸
長
も
悪
い
よ
う
で
す
し
}
田
植
で
も
終
れ
ば
左
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。
l

の
が
雨
期
か
ら
夏
に
わ
た
っ
て
で
す
。
産
み
疲
れ
を
早
く
回
復
し
、
継
続
産
[

―

日

裸

地

伏

せ

．

招
和
三
十
九
耳
度

卯
を
さ
せ
る
た
め
に
、
①
高
蛋
臼
OJ
飼
料
給
与
°
R
舎
を
清
潔
に
（
ク
レ
ゾ
[

ー
ル
＝
＿
％
液
で
清
毒
）
し
風
通
し
を
よ
く
し
て
舎
内
の
乾
燥
に
つ
と
め
る
。
~
迄
磨
裟

5
辰
興
茫
系
急
裟
蔓
‘
ゑ
ク
裳
恥
彦
(
御
の
煽
距
心
い
~
笠
木
を

i
R全
に
施
し
た
心
師
で
も
風
が
飛
ぱ
し
た
り
し
て
直
射

H
光
か
当
つ
て

~
い
る
と
き
が
あ
る
の
で
笠
木
を
か
け
て
や
り
、
下
草
を
刈
り
取
り
通
風
を
良
く
す

⑮
水
を
多
く
の
む
た
め
新
鮮
な
水
を
絶
ゃ
さ
な
い
と
共
に
軟
便
に
な
り
や
す
~

い
か
ら
強
壮
剤
と
し
て
過
マ
ン
ガ
ン
酸
加
里
の
一

0
0
0倍
を
二

l
三
日
お
[

[
る
こ
と

・

ロ

林

内

伏

せ

き
に
与
え
る
。
④
飼
料
の
変
質
し
や
す
い
時
で
す
か
ら
講
入
及
び
給
与
時
に
．
愛
媛
県
に
お
い
て
は
畑
作
農
業
の
振
興
の
た
め
蚕
糸
業
振
興
年
次
計
画
を
．

樹
冠
が
空
き
す
ぎ
て
一
日
に
三
時
間
も
直
射
日
光
が
当
る
と
菌
糸
が
弱
っ
た
り

注
認
す
る
。
＠
ッ
ク
モ
の
発
生
期
で
す
か
ら
早
目
に
駆
除
を
す
る
。
（
硫
酸
[
た
て
て
経
営
合
理
化
と
適
地
開
発
に
よ
る
将
蚕
主
産
地
形
成
を
進
め
る
事
と
i

i
g死
す
る
の
で
笠
木
を
か
け
る
か
情
木
を
移
動
す
る
こ
と
。

ニ
コ
チ
ン
（
四

0
)
1
 

0
0
0
倍
又
は
マ
ラ
ソ
ン
一
五
0
0
倍
）
~
し
昭
相
三
十
八
年
に
お
い
て
も
実
施
し
成
果
を
お
さ
め
て
き
た
が
昭
和
一

1
-
+
•

回

ホ

ダ

木

の

積

み

か

え

最
後
に
駄
鶏
の
多
く
出
る
の
も
こ
の
時
湖
で
す
。
毎

H
よ

く

眼

察

し

、

異

：

九

年

度

に

お

い

て

も

次

の

酎

画

に

よ

り

実

施

す

る

予

定

．

積
み
か
え
作
業
の
ま
だ

常
鶏
は
早
目
に
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
0

.

[

―

榮

函

整

備

拡

大

車

業

の
く
は
雨
降
の
あ
と
、
艮

四
股
業
の
撒
布
期
で
す
。
青
刈
り
飼
料
、
野
草
等
を
給
与
す
る
の
は
撤
布
・
イ
新
森
蚕
者
榮
園
造
成
事
業

＜
湿
っ
て
い
る
間
に
実
施

後
一
0
日
位
閲
を
お
い
て
か
ら
与
え
ま
し
ょ
う
。
（
普
及
所
)
[
桑
園
を
有
し
な
い
農
家
が
新
ら
た
に
一

0
ァ
ー
ル
以
上
の
桑
園
を
造
~

[

成

す

る

場

合

す
る
。

＠
椎
茸
祖
は
寒
さ
に
は
非

・

ロ

桑

園

規

模

拡

大

事

業

常
に
強
い
が
馨
さ
に
は
弱

ぃ

五

ア

ー

ル

以

上

桑

園

を

増

設

し

経

営

規

模

拡

大

を

は

か

る

場

合

ぃ

是
仄
人
口
覆
麟
は

，

築

園

改

植

甲

業

牛
の
人
工
授
精
で
一
番
大
切
な
の
は
適
期
の
判
断
で
す
。
今
後
牛
が
発
情
~
桑
園
を
改
植
し
生
産
を
増
強
す
る
場
合
・

し

た

場

合

は

次

の

要

領

で

手

配

し

て

下

さ

い

。

こ

一

未

利

用

地

開

発

モ

デ

ル

桑

園

造

成

事

業

①
町
内
に
後
に
記
し
た
八
名
の
授
精
師
が
で
き
ま
し
た
の
で
最
寄
り
の
人
[
未
利
用
地
を
開
こ
ん
し
て
＿
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
集
園
桑
園
を
造
成
す
る
[

へ
直
接
申
込
ん
で
下
さ
い
。
〗
楊
合

c

大

体

発

情

開

始

後

二

十

四

時

間

位

が

適

期

で

す

が

、

牛

の

体

質

に

よ

っ

[

三

繭

生

産

施

設

整

備

事

業

[

て
多
少
異
り
ま
す
。
発
情
予
定
日
頃
に
は
充
分
注
越
し
て
牛
を
観
察
し
発
情
~
イ
稚
蚕
共
同
飼
育
所
設
置
事
業

が
現
わ
れ
た
ら
す
ぐ
授
精
師
へ
牛
の
状
態
を
く
わ
し
く
知
ら
せ
て
下
さ
い
。
~
ロ
屋
外
条
桑
育
施
設
設
置
事
業
．

③
授
精
の
際
は
近
く
の
道
路
ま
で
引
出
す
等
、
適
度
の
連
動
を
さ
せ
る
方
[
ハ
蚕
作
向
上
器
具
設
慨
半
業

；

以

上

各

事

業

に

対

し

一

定

額

の

補

助

金

の

交

付

を

受

け

ら

れ

ま

す

。

[

が
成
績
が
よ
い
。

＠
精
液
は
、
役
場
内
の
中
継
所
へ
常
時
和
牛
一
種
類
乳
牛
二
，
！
三
種
類
を
~

．

．

 

り

保
管
し
て
い
ま
す

J
~

執
規
桑
園
造
成
希
望
者
ほ
各
支
部
長
を
通
じ
七
月
末
日
ま
で
に
桑
苗
の
由
[

精
液
は
f

確
実
な
便
の
な
い
場
合
輸
送
器
の
な
い
場
合
は
幸
便
で
は
送
り
．
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

4

ま
せ
ん
か
ら
出
来
る
限
り
授
精
師
又
は
本
人
が
と
り
に
来
て
下
さ
い
。
~
詳
し
い
こ
と
は
蚕
業
普
及
員
に
御
相
談
下
さ
い

ぃ

養

蚕

組

員

料

金

保

管

科

共

に

．

、
山
の
下
刈
乞
早
曰
に

乳

牛

三

六

0
円

三
ー

0
円

・

和
牛

◎
原
則
と
し
て
現
金
引
換
と
な
っ
て
い
ま

町
内
の
授
梢
師

i

造
林
地
の
下
刈
は
木
を
育
て
る
の
に
最
も
大
切
な
作
業
で
あ
る
が
ら
七
月

大

谷

山

崎

一

か

ら

八

月

上

旬

頃

ま

で

に

か

な

ら

ず

行

い

ま

し

ょ

う

c

”

岡

村

利

三

公

刈

払

機

を

使

用

希

望

の

方

は

森

林

組

合

へ

お

問

合

せ

下

さ

い

。

大

田

忠

利

ル9

森

兵

頭

弘

肱

栄

周

藤

春

馬

誕

協

菅

技

師

予

子

林

東

吉

徳
山

崎

退

一
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五

0
0
円

五

（
予
子
林
）
三
呼
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ー
一
四
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~
長
寸
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すぎ ひのき まつ その他

7cm下 47 

8,,上 50

12,,140 

1 6,、 45` 

5 0,9 4 0 

7下 51 

8上 55 

1 5 11 1・ 3 8 I 4 9 
1 6,, I ~ a I 4 2 
7下 15 I 1 9 
8上 15 I 1 9 
16111191 19 

5 0”27 2 7 

1.0 1 2上 10, 1 1 

6.0 1 5上 4 4 ーす5
足 場 1 風に~1 50,...._,75 

本表は肱川町内の自動所工場の価格です尺

第当り）故に辿債や市場手数料など差し引い

たも 0Jです
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嶋

7
2
6
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4

5

4

4

4

5
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5 5 

5 8 

30 

28 

サツパ'
ルプ

1.5m~ 
2.1m 
未口 6
国上
1 3円

マッパ
ルプ
1.5m,,...._, 
l.1m 
未口 6
⑳上
2 3円

肱

1
土
場
太
材
相
喝
表

県森述しいたけ共同販売所に：

・於ける相場

1 入札の月日 5月27日・

入札の箱数 2 1 1箱

: 5 価 格 (K当り）

•高値 2,04Q 円

平均 1,6 1 0円

：＇安値 1,0 1 0円
ト ・・・・・・・・・・".........''... 

2
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